
 
 
 
 
 
 
                         本校の使命（ミッション）を果たすことが 
                         本校の教育目標の具現化になる。 
 
                         その実現に向けた「ビジョン」と「戦略」 
                         を作り確実に実行する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビジョンと戦略をもって教育活動を

行い本校の使命を果たす。 

学校の教育目標 

・自ら進んで学習する子ども(知) 

・思いやりを持ち助け合う子ども(徳) 

・めあてをもって体をきたえる子ども(体) 

児童生徒の実態から 
現状を正しく判断し，適切な行動をとれるように

すること。そのためには，アンテナを感性豊かにす

ることと，正しい規範意識を醸成して自らの考えで

行動できるようにすること，ととらえた。 

「やる気」「根気」「負けん気」を育てる。 

(これがキーワード) 

 

地域の実情(子どもの

実態を含む) 

地域の学校への

思い・願い 

本校の将来像 

（ビジョン） 

ビジョン 

戦 略 

『生きる力 

の育成』 

 
＝本校の使命 

（ミッション） 

・基礎・基本(B 学力)が定着している。(各教科の内容が身に付いている) 

・人とかかわり合いながら物事を行える。 

・望ましい生活習慣を身につけている。（運動を含む） 
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 知 徳 体 
児 童

生 徒

へ の

教 育

活動 

・個に応じるきめこまやかな学習

指導 

・児童生徒理解を踏まえた（生徒

指導的配慮）学習指導の改善 

・考えをまとめわかりやすく表現

する場の工夫 

・心の成長につながる児童・生徒

活動の実践 

・自主性・主体性を育てる児童生

徒会活動や係活動の充実 

・心に響く道徳指導の実践 

・基本的生活習慣の確立 

・健康を考えた体力向上への取

組 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思い

願い 

 

  

  

   

戦略 

1 を 

実施 

する 

ため 

に 

教職 

員は 

   

(2)学習，部活，その他の諸活動を通して達成感，充実感を味わいながら

成長していかなければならない。 

戦略 1  児童生徒への教育活動     - 知徳体のバランス良い育成 – 

 

この教育活動を支えるのが戦略 2 

(1)子供たちの生活基盤

となる学校，学級が居

心地いいものでなくて

はならない。  

→ 正しい規範意識が

醸成される風土が必要 

 

ア，わかる授業，大

変だけど楽しい

授業 

イ，基礎・基本が

定着する学習指

導 

 

ウ，児童生徒会，各係活動

等を通して自分の役割

を果たし，他の人，学級，

学校のために自分は貢

献していることを実感

すること。 

戦略２  職員集団の力量向上  － 日々の教育活動実施に向けて – 

・一枚岩の生徒指導を展

開する。 
・よりよい人間関係が築

ける学級経営を行う。 
 
 
 
 

・職員間できちんと言い

合える関係を作って切

磋琢磨する。 
・研修―テーマ，研修計

画を作成し計画的に実

践し反省を次に生かす。 
 
 
 

・よりよい人間関係を築

いていけるようにする

視点をもつこと。その場

面におけるその子その

子のねらい，目当てを持

たせ，達成意欲（活動意

欲）を駆り立てながら指

導支援を行う。その仕掛

けを作ることで，教師は

その子のいいとこ，よく

ないところを捉え，チャ

ンス指導として生かす。

（ほめる，しかる） 
 
 
 

戦   略 

自己肯定感を育み，９年

間を通して社会性を育て

る。そうした教育活動を

２３年度中に具体案（教

育課程に入れる）を作成

する。 

プラス 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ①② ア，生徒指導が基盤。正しい規範意識を醸成できる力を高める。 
          イ，学習指導の力を高めるため，授業改善の校内研修を充実させる。 
             研究主題「基礎的・基本的な知識・技能の活用を図る学習活動の工夫」 

     ～言語活動の充実を図るカリキュラムデザイン～ 
          ウ，組織としてどう動くか，どう動かしていくか，ミドルリーダー（各担当

責任者）の活用を図っていく。 
   目指す姿を明確にもってもらい，その達成のために何を，どうしていくのか，具体

的な案を作成し進めていく。（経営方針に基づき，案を練り上げる）そこに，組織マネ

ジメント手法を活用する。 

        ③ エ，地域の力を活用するには，学校の行っている部分を理解し，納得しても

らうことで信頼され，お願いした時に「喜んで協力しましょう」となる。

学校の説明責任を果たす上でも（島民，県民，国民（納税者）へ）今日的

な情報発信・提供をしていかないとならない。 
行うことで相手から喜ばれる web サイトでの情報発信ができるように

していく。 
  日々の教育活動（下記のことを含む）を上記の①②③でけん引していく。 
           ・教員評価  ・「言語活動の仕掛け」に視聴覚機器・ICT の活用 etc 
           ・「粟島の教育」活動      

思い

願い 

 

  

  

   

目指す職員集団 
「明るい，元気，前向き」 
 
教職員の協働意欲に基づく協働体制を築き，個人と組織の双方に達成感，

成長を生み出していけるようにする。 

(１) 教師は日々進化して

いかなくてはならな

い。 
 
教師の資質指導力の向上

「教師力の向上）・・① 
 

(２）職員の組織力が高ま

らなければ①の力は 
 十分に児童生徒に伝わ

っていかない。 
 
「職員の組織力の向

上」・・② 
 

(３）地域の力を活用しな

ければならない。[説明

責任，地域からの信頼，

地域への貢献]  
 
「地域力の活用）・・③ 
 


